
区 分 第4回しずおかスポーツ産業ビジョン策定検討会議

日 時 令和７年 6月 13日（金）15時 30 分～17時 00分

会 場 県庁別館 9階第三会議室
出席者

◎：議長
会場

村田委員◎、石黒委員、庄司委員、鈴木委員、中山委員、浜浦委員、松永委
員、馬瀬委員、山﨑委員、山室委員

議事要旨

【事務局説明】

議長による開会の挨拶後、しずおかスポーツ産業ビジョンの策定スケジュールやパブリックコメントに寄せ
られた主な意見、パブリックコメントを踏まえた最終版への反映状況について、事務局から説明を行っ
た。

【出席者による自由討議等】

l しずおかスポーツ産業ビジョン（最終版）について
Ø 2027年にマスターズの静岡県開催が決まったので、スポーツツーリズムとして、その実績をマ

イルストーンにするのもありだと思う。
Ø 前向きな意見がエビデンスとして残ったのは良かった。どのように目指すべき姿に向けて実現

を図っていくのかが大事。そのため、どこに爆発点をもってきて、例えば 3年後に何をするのか
をもう少し具体的にしたほうがわかりやすい。

Ø ビジョンを作ってからがスタート。どうやって施策の柱をブレイクダウンさせていくのかが大事。言
葉で終わるのでは無く、具体的に行っていくことが大切。

Ø ”みる”スポーツに限らず、魅力あるコンテンツを作ることが大事。施策３が規模としては大き
いので、具体的な施策に落とし込むときはメリハリを付けるべき。

Ø ビジョンの実行時に、誰がいつ行うのかは、これから決まっていくと思う。今後早めに、ロードマ
ップを示すことが大切。

Ø ＫＰＩの達成状況を今後も確認していくべき。
Ø スポーツの持つ力をマーケットに理解してもらうことが大事。10年計画なので、リニューアルも

必要。中間報告会があるといい。
Ø 資料としての完成度は高い。静岡県らしさが薄い気もするが、施策１から５は、静岡県の

特色を活かしており、とてもよい。
Ø 施策１のＫＰＩとして、観戦者数とチーム売上を倍にするとしており、とても大変だと感じて

いる。自社だけだと難しいので、県や市町と連携していきたい。
Ø 表紙に計画期間を記載して欲しい。スポーツ推進計画との関連を表現できるとよい。施策

の順番が大切。誰がどのように決めていくのか。ステークホルダーが集まると、誰が決めるのか
が曖昧になってしまう。

Ø 産業としてスポーツを考える場合、スポーツ関連の雇用者数は大事。その数字を現状の統
計データとして把握することは難しいが、今後の課題として捉えておくべき。

Ø ＡＩの進化は想像を超えており、10 年後にどうなっているかは誰にもわからない。そのため
楽観的に考えても問題なく、イノベーションの場をつくることも大事。

Ø 議論の経過として、「する」「みる」「支える」の観点から始めていったということは記録として残
したい。


